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研究成果の概要（和文）：本研究は、走動作、跳動作、投動作などの基本的運動能力が運動器スポーツ障害に与
える影響について明らかにするために、小学生の縦断的な運動パターンの変化を調査した。小学生においては運
動器スポーツ障害の発生率が少なく、障害群での運動パターンの変化を検討することができなかったが、運動パ
ターンの発達が未熟なものと一般的にスポーツ障害の発症メカニズムと類似することが明らかになった。また、
運動パターンの縦断的な変化を調査した結果、小学校低学年時（特に入学時）の基本的運動能力が高学年以降に
も持ち越されており、幼少期の基本的運動能力の重要性が明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This study investigated longitudinal changes in motor patterns in primary 
school children to determine the influence of fundamental motor skills (e.g., running, jumping, 
throwing) on musculoskeletal sports injuries. Although the incidence of musculoskeletal sports 
injuries was low in primary school children, and it was not possible to examine changes in motor 
patterns in the injury groups, the study found that patterns of immature motor development were 
similar to those of sports injury mechanisms from previous studies. The longitudinal study of the 
changes in motor patterns revealed that fundamental motor skills acquired in the early primary 
school years (especially when they have just begun schooling) were carried over to higher grades, 
indicating the importance of fundamental motor skills in childhood.

研究分野： スポーツ医学

キーワード： 発達運動学　障害予防　幼児教育　臨界期　発達性協調運動障害

  １版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
 幼少期の基本的運動能力の重要性に関する報告は多いが、運動器スポーツ障害との関連を報告した研究は少な
い。未熟な運動パターンが、運動器スポーツ障害にも影響する可能性が示唆されたことは、障害予防におけるリ
ハビリテーション医療への影響だけでなく、体育分野など教育領域へも示唆を与える。また、先行研究同様に、
幼少期の運動能力が以後の運動能力に影響を与えることが明らかになり、小学校低学年までの運動パターンの確
立や基本的運動能力の向上は、生涯の運動能力や健康状態においても重要であることが示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 運動習慣の形成や専門的スポーツ動作を獲得する上で，走動作，跳動作，投動作などの基本的

運動能力を幼児期から身につけることが重要であるとされている.基本的運動能力の未熟さがス

ポーツ障害に関連があると考えられるが，縦断的に調査した報告はない.投動作や跳動作は全身

の協調性や筋力を評価する指標として有用であるだけでなく，神経－筋の時間的・空間的調整力

を評価することができる簡便な指標である.これらの動作は，運動学習や運動発達の指標として

も有用であることが報告されており，基本的運動能力から様々な能力が推測できることが確認

されている.投動作および跳動作の縦断的調査から基本的運動能力と運動器障害との関連を明ら

かにし，障害予防評価の一助として活用されることが望まれる.また，投球障害や跳躍障害の成

長期の運動器障害はその後の動作に悪影響を及ぼすと考えられているが，回復過程やその後の

動作の影響を縦断的に報告したものはほとんどない. 
 
２．研究の目的 
小学生において，文部科学省新体力テストで実施されるソフトボール投げ（投動作）を縦断的

に測定し，運動発達パターンおよび障害発生パターンを評価し，障害予測指標としての基本的運

動能力の有用性を検討する.また，小学校低学年時の運動能力が高学年時の運動能力に与える持

ち越し効果の影響についても検討することとした. 

 
３．研究の方法 
研究 1) 地域小学生における投球能力の変化 
対象は地域小学生 152名のうち 2年間継続して投動作の測定が可能であった 74名（男 34名，

女 40 名）とした.全対象者に，新体力テストで実施されるソフトボール投げを 2 回実施し，投球

距離の測定および矢状面からの投動作撮影を行った.撮影は高速度カメラ（サンプリング周期

120Hz）を側方 3m，高さ 1.2m に設置して行った.撮影された動画から，Roberton らの投動作

における発達段階評価を用いて投動作の質的分析を実施した.投動作の解析には，動作分析ソフ

ト Kinovea を使用した.2 年間のソフトボール投げの測定距離をもとに投球能力別に対象者を３

群に分けて解析を実施した（上位群 16 名：常時 20 位以内の群，中位群 17 名：常時 20 位から

50 位以内の群，下位群 13 名：常時 50 位未満の群，対象外 28 名）.各群の比較には一元配置分

散分析後 Bonferroni の多重比較検定を行った. 
 

研究 2) 低学年時の運動能力の持ち越し効果 
対象は 2 年間縦断的に測定可能であった小学校低学年生 73 名とした．測定は，走・投・跳動

作の運動パターン評価（各 5 段階）と文部科学省における新体力テスト 8 項目（握力，上体起こ

し，長座体前屈，反復横跳び，シャトルラン，50m 走，立ち幅跳び，ボール投げ）を実施した．

初回時の測定結果から 3 年後の運動能力を予測するために，3 年後の新体力テストの総得点を目

的変数とし，初回時の運動パターン評価 3 項目と新体力テストの８項目を説明変数とした重回

帰分析を行った． 
 
４．研究成果 

1) 地域小学生における投球能力の変化 
ソフトボール投げの投球距離は，各年度において各群間に有意差が認められた（図 1.上位群：1
年目 22.7±3.4m，2 年目 26.6±4.3m，3 年目 31.0±4.9m，中位群：1 年目 10.9±2.8m，2 年



 

 

目 14.5±2.2m，3 年目 17.4±2.7m，下位群：1 年目 5.1±1.6m，2 年目 7.5±2.2m，3 年目 9.8
±1.8m）.また，2 年間の投球増加距離を比較すると上位群と下位群において有意に差が認めら

れた（図 2. 上位群：8.3±3.4m，中位群：6.4±3.0m，下位群：4.7±1.4m，上位群＞下位群：

p＜0.05）. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     図 2. 投球増加距離の群間比較 
 

投動作の特徴においては，上位群は低学年から Cocking 期の肩関節外転・外旋動作を獲

得していたが，下位群の動作においては肘関節の伸展動作を中心とした投動作の傾向を示

し，さらに上位群と下位群のステップ幅には差が認められた.また，体幹の回旋動作を獲得

しているものの割合は少なかった.現代の子供達において運動能力の二極化が指摘されてい

るが，今回の結果においても投球能力の上位群と下位群に著明な差が認められた.また，上

位群と中位群においても，投球距離に明らかな差がみられ，中位に位置する子供達の運動能

力の低下が，子供全体の能力低下を反映していることが示唆された.また，投球障害の発生

要因の一つして，体幹の回旋動作の不足が問題として挙げられるが，回旋の獲得は運動発達

的に獲得が難しい動きであることが明らかになった.他にも，Cocking 期の肩関節外転・外

旋動作の獲得は投球動作の成熟を示していると考えられた. 
 

2) 低学年時の運動能力の持ち越し効果 
低学年時の体力テストの結果は，高学年時の

結果と高い相関を示した(図 3)．初回測定時

の上体起こし，シャトルラン，50m 走から３

年後の新体力テストの総点数の 75％が説明

可能であった（R2=0.75，p<0.05）.運動パタ

ーン 3 項目のみでは３年後の結果について

45％説明可能であった（R2=0.45，p<0.05）．
体力テスト総点数の予測式＝65.2＋0.37×
上体起こし（回）＋0.33×シャトルラン（回）

-2.64×50m 走（秒）であった.低学年時の走

能力と体幹機能はそれ以降の体力に強い影響を与えることが明らかになった．一方で，運動

パターンの体力テストへの影響は限定的であることが考えられた．幼少期に体幹機能を高

めることや持久力を上げることが，基本的運動能力全般を向上させる上で重要であること

が示唆された. 
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 図 1. ソフトボール投げの投球距離の群間比較  

図 3. 低学年と高学年時の体力テストの関連 
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